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4) この点については，次の文献を幸照。 Hollander，“τheDevelopment of Rieardo's Theory 
。fVnlnp. "， Qua河edv.ft開門lalof Economics， Aug. 1904;堀珪夫『リカァドゥの価値論及
びその批判史j，岩浪書眉， 1929年，行沢健三， リカアドゥの論理構造， "経済論董』第b7巷捕
4，5号， 1949年全集刊行以後の研究水準を代表するものとしては， R. L. Meek， Studu，s in 
the Labour' Theorでyof Value， 1956の第3章。
5) 行沢陸三， リカァドゥの物々 交換貿易.Hおよび白， r経済学論究』第5巻第1号，第2号，
1951年@



























6) The Works and C.σ門'est開 denceof David Ricardo， Vol. I， ed. by P. S四 fa，Cam-
bridge U. P. 1951 以下， Works，Iと略記一一一p.352 
7) D. Ricardo， Works， 1， pp. 142-3 

























































9) D. Ricardo， Worんら 1，pp. 143 
10) Ibid.. IJ. 14[i 
11) 詳しくは第9章の論旨を以上の脈絡のうえで検討した注めの拙稿を審問w
























があったことは， 日!用， 2 Jのいま指摘した箇所からも推察される。念のた
めに「この書のこれまでの部分 (theformer part of this work)Jに， この点に
言及した箇所を確かめておこう。たとえば リカァドゥは『原理』第1章，第
12) D. Ricardo， Works， !， p. 144. 
13) K. Marx. Knuk， S.135.訳， p. 211 





























16) D. Ricardo， Works， 1， p.48，なおこの 節は「原理』初版から存在してレる。この引用によ
っても， (均簡においては〕物町水準は，貨幣数量によってではなし一方では貨幣価値，他方
では財貨の価値に関する事情によって定まると理解されていたことは明白であろう。




















































17) K. Marx， Kritik， S.135， 乱 pp.209-10 
18) Ibid.， S.99，冒も p. 156 
19) Ibid.， S. 100， S.135，訳， p. 157， p.210 
20) Ibid.， S.13:'，訳.p.21O強調点号l用者。
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前項でみたようにマルクスは， ヒュームに代表される貨幣数量説~ price 
























































23) K. Marx， Kruik， S.'145，訳， p.226 
24) lbid.， S.148，訳.p.230 


























25) lbid.， S.148，訳.p.230 
26) Ibid.， S.15{)，訳， p.233 





定からして撹乱の生じる原因として opensystemのばあし、 closedsystem 















































27) K. Marx， Das Kapital， Erster Band， Buch I，インメティチュー ト版， 丘 123，向師」畠良E
訳. w資本論1f-l，岩波文庫， p.225一一以下 K.!， S. 123，訳， H， p. 225と略記。
28) Ibid.， 55. 128-9，訳， H， pp. 233-4 
29) Ibid.， S.123，訳， H. p. 226 




そして，この事態とは，すでに〔主張， (1)， (2)， (3)]でみたように，非産金
固における金以外の財貨の労働生産性の変化に伴なって生じた撹乱から新たな
均衡状態に至る平衡化過程であった。これに対して，マルクスが『資本論』の















IV-lの末尾で示唆したように必ずしもそうはいえなし、。つまり， open system 




却) Ibid.， S.151，訳.H. p.276 



























31) Ibid.， S. 123.冒も H. pp.225 





















































33) K. Marx， Kritik， S.100，乱 p.156 
34) ヒックスはこの点をつぎのように述べている。rI9世紀の経済学者はこれらの貨幣効果を特定
の貨幣メカニズムの見地から研究したロ今日われわれは異なった見解をとることを余儀な〈され
ているJ(Qp. cit.， p. 124) 
35) D. Ricardo，協もrks.1， p. 135. 


























36) 行沢健三「国際経済学要論』ミネルヴァ書房.1967年， pp.610 
37) 注'l4)参照。
38) 前掲拙著;:，第4章第3節および第1O章第2節目を参照












設定するばあし、」を考えている点では， ヒヅク λ に欠けていたひとつの論点を
すでにとりあげていたといえると筆者は考えている。
こうしたリカァドゥ， ミノレ， ヒックエの理論的命題をよりくわしく比較検討
し，またそのうえでドル危機との関連で適用・検証することが残された課題で
あるが，紙数の都合で別の機会に譲りたい。他面で，マノレクス的理論の体系構
築の見地からすれば，欠如している貿易理論の構想のためには， リカァドゥの
貿易および収支均衡化の理論はその後の展開をも含めて，ひとつの源泉として
批判的に摂取さるべき面をもつことを強調しておきたい。
